
　防災士資格のある方が専門的知識を習得し、地域の
防災リーダーとして活躍していただくことをめざした
「防災士連絡協議会総会・防災士フォローアップ研修」
を小松公民館で開催。参加した皆さんは、気象情報の
活用や災害時の避難所運営について学びました。

　土砂災害防止月間に合わせて、県・市・消防・警察
が合同で、土砂災害発生の恐れがある場所をパトロー
ル。土砂災害から身を守るには、避難経路・避難場所
を確認するなどの日ごろの備えと、雨量情報や前兆現
象に注意し早めの避難を心がけることが大切です。

　オレンジフェリー船内で開催した「研修の船」。約
800人の参加者は、四国運輸局の出前講座、今治造船
㈱の船に関するクイズ、救命胴衣着用体験などで、海
への関心と理解を深めたり、地震災害のパネル展示で
震災に強い港づくりの必要性を感じていました。

7 / 7　地域防災力　底上げをめざして

　水防意識と技術の向上をめざした水防訓練が、加茂
川河川敷で行われました。消防団員の皆さんは、本番
さながらに土のう工・積土のう工・木流し工などの訓
練に取り組み、地元自治会や市防災士連絡協議会の皆
さんも参観されました。

このまちを守る消防団員　西条市水防訓練

　美しい瀬戸内海を守ろうと、市海事振興会や地元自
治会、市内企業・団体など約４５０人が、高須海岸で
清掃活動を実施。瀬戸内・海の路ネットワーク推進協
議会による事業「リフレッシュ瀬戸内」の一環で、こ
の日は約１時間かけて４トンのゴミを回収しました。

7 / 7　受け継ごう　美しい瀬戸の海

6 / 26　土砂災害危険箇所をパトロール！

７ / 15　海の日に海の恩恵に感謝して…
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